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第４章 指導員の研修体系（コースマップ）の検討 

 

職業大では、全国の指導員を対象に、産業界の変化に対応し、技術進歩や幅広い知

見を持った人材を育成する、質の高い職業訓練を担うための職業訓練指導員研修（以

下「指導員研修」という。）を実施している。これらの研修体系（コースマップ）

は、平成 28～29 年度に基盤整備センターで実施した調査研究 No.172「職業訓練指導

員に必要となる技能・技術要素の明確化、体系化に関する調査研究」において開発し

た、各専門分野、訓練科ごとの「職業訓練指導員のスキルマップ（能力開発体系）」

と、指導員の専門性に関するもの以外の、業務全般に係る能力を整理した「指導員の

共通能力の体系」をもとに、「指導員の技能・技術の専門性を深める能力開発体系」

（以下「技能・技術要素の体系」という。）と、「訓練運営や受講生対応など、訓練担

当以外の指導員業務に対応する共通能力の体系」として、対応する研修コースを示し

ている。 

近年、第４次産業革命やＤＸの進展など、産業界の構造が大きく変わっていく中で

産業界が求める人材像が１つの専門性に特化した人材ではなく、複数または幅広い技

能・技術を持つ人材へのシフトが顕著になり、それに対応する職業訓練を展開する指

導員への研修コースも新規に設定されている。 

これらの新設された研修コースの中には、個々の指導員がもつ専門分野以外の技術

要素、つまり、共通して必要な技術・技能の研修や、第４次産業革命やＤＸに関する

リテラシー研修もあるが、これらのコースの一部がどちらの研修体系にも表現が難し

くなっている。そのため、現在は「共通要素」という項目を設けて示しているが、各

専門分野との関連が見えない、受講順序があるのかどうかわからない、という課題が

あることから、本調査研究において、企業ニーズ調査等の結果を踏まえて検討した。 

 

第１節 検討の流れ 

 

本検討は、①課題の整理、②委員会・作業部会での方針確認と検討、③事務局で素

案作成、④委員会・作業部会での最終確認の流れで進めた。（図３－１参照） 
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図３－１ 指導員研修の体系整備のスケジュール 

 

第２節 課題整理 

 

課題を整理すると以下のとおりである。 

 

 「共通要素」の課題 

分類、体系化がされていない、必要度の判断をするための手掛かりがない。 

 技能・技術要素の体系の全体の課題 

現状、専門分野毎にレベル分けしたコースを分類しているため、専門分野を横

断するスキルがある場合、レベルとの兼ね合いも含めどのように表現すべきな

のか。 

 受講順序の表示 

順番がある場合の表現方法。 

 ＤＸ関連技術の明示 

研修体系にＤＸ関連技術で分類されていないため、体系的に学ぶ順序が示され

ていない。 

 

 

 

 

課題整理 

・現状の課題確認と改善方法の検討 

第 1～３回委員会・作業部会 

・現状の課題に対する意見交換     ・方向性の確認 

素案の作成 

・委員会、作業部会結果を踏まえて案の作成 

第 4 回委員会・作業部会(令和６年度第２回委員会・作業部会) 

・事務局案をもとに新たな研修体系の整備 
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第３節 第１～３回委員会・作業部会 

 

研修体系の課題に対する認識を共有し、現在の研修体系のフォーマットを基本とし

た際の問題点や、体系整備の方向性について検討を行った。主な意見を以下に示す。 

 

 共通要素を共通技術分野ということで並べても良いのではないか。 

 技能・技術要素のレベル化は歯抜けになってしまう。（例えば、レベル１が整

備されていなくてレベル３ばかりになる等）レベルは会社、人、環境等によっ

て変わってしまうので、レベルではなく受講する順番のステップを導入するの

はどうか。 

 ＤＸでいえばＩＴが各分野に必要だが、分野ごとにニーズが少しずつ異なって

いるため、異なる部分を除けば共通のものが出来上がるかもしれない。 

 

これらの意見と、企業ニーズ調査の結果も踏まえて以下の方針で整理していくこと

とした。 

 

 ＤＸ関連技術については、別のフォーマットを作成し、専門分野にこだわらず

に研修を示す。 

 企業ニーズ調査の結果を反映するものとする。 

 ＤＸ関連技術の指導員研修は、「共通要素」以外の技能・技術要素の体系に関

係するため、それらのコースも含めて研修体系を作る。 

 

第４節 事務局での素案検討 

 

事務局にて研修体系案の検討にあたり、委員会で整理した方針を踏まえて、図３－

２に示す各専門分野の技能・技術要素の体系を参考にした。 

 

 

図３－２ 各専門分野の技能・技術要素の体系（一部抜粋） 
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事務局案として、ＤＸ関連技術の指導員研修体系では、縦軸を企業ニーズ調査で整

理した 10 のＤＸ関連技術のカテゴリーと、【共通】ＤＸ関連技術、【共通】マイン

ド・スタンス（ビジネススキル）、【共通】業務改革とし、横軸をレベルではなく受講

目的の３段階（１.基礎知識の習得、２.技能・技術の活用、３.システム・製品の開

発・構築）で整理し、研修コースにおける専門分野（金属加工、機械設計・加工、電

子情報、電気、建築設計・施工、共通）は、コース名に色付けをして示しておくこと

とした。作成した案を図３－３に示す。 

 

 

図３－３ 事務局作成の研修体系 案 （一部抜粋） 

 

第５節 第４回委員会・作業部会での検討結果 

 

事務局案をもとに、第４回委員会・作業部会で検討した結果、以下の点を修正し

た。 

 

 横軸はＤＸ関連であるということから、ＤＸの３段階（デジタイゼーション、

デジタライゼーション、デジタルトランスフォーメーション）とする。 

 縦軸のカテゴリーの【共通】の３分類のうち、企業ニーズ調査で整理した 10 の

技術カテゴリーの中に含めることができるものはそちらに分類し、含めること

ができないものはすべてマインド・スタンス（ビジネススキル）として整理す

る。 

 デジタルトランスフォーメーションは、すべての技術がお互いに関連すること

で実現するので、縦軸の区切りの罫線は引かないこととする。 

 

修正を反映した様式の一部を図３－４に示す。また、職業大にて設定している既存

のＤＸ対応研修コースを様式に配置した指導員研修体系は巻末資料５に示す。 

 

66550044　　建建築築生生産産現現場場ににおおけけるる33DDススキキャャナナーーをを用用いいたた生生産産性性向向上上手手法法

66550066　　建建築築設設備備配配管管のの現現場場調調査査とと33DDススキキャャナナーーをを用用いいたた生生産産性性向向上上手手法法

22660011　　工工学学実実験験ににおおけけるるひひずずみみ測測定定技技術術 22660022　　33次次元元測測定定機機をを活活用用ししたた測測定定技技術術((基基礎礎編編))

44220066　　セセンンササ利利用用技技術術

44220077　　ビビジジョョンン((画画像像))セセンンササをを活活用用ししたたFFAA制制御御のの実実際際

データ分析
・活用技術

センシング
・計測技術

カテゴリー
研修受講の目的 

１．基礎知識の習得 ２．技能・技術の活用 ３．システム・製品の開発・構築
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図３－４ 完成したＤＸ関連技術の研修体系（一部抜粋） 

 

第６節 まとめ 

 

この章では、職業大が計画・実施している指導員研修の体系の一部分について、Ｄ

Ｘ推進に焦点を当てた形で整理し、ＤＸ関連の研修体系を作成した。 

企業が必要とする技能・技術ごとに分類すると、そこに対応する指導員研修は特定

の専門分野だけではないということも示すことができ、新しい視点で指導員研修の体

系を示すことができた。 

作成した成果物は、以下のとおり巻末資料に示す。 

 

 「ＤＸ関連技術の指導員研修体系」・・・・・・巻末資料５ 

 

 

  

　　「「ももののづづくくりり」」やや「「技技能能ＤＤＸＸ」」にに必必要要なな人人間間中中心心のの考考ええ方方 　　業業務務効効率率化化ににむむけけたたククララウウドド技技術術　　（（PPOOWWEERR  PPLLAATTFFOORRMM）） 　　業業務務連連携携のの可可視視化化ととDDXXににつつななががるる仕仕組組みみのの構構築築

　　デデーータタ分分析析ププロロジジェェククトトのの進進めめ方方

　　業業務務効効率率化化にに向向けけたたＩＩＴＴ技技術術（（初初級級編編））

　　業業務務効効率率化化にに向向けけたたIITT技技術術ととセセキキュュリリテティィのの考考ええ方方

　　顧顧客客ニニーーズズにに柔柔軟軟にに応応ええるるももののづづくくりりママネネジジメメンントト

　　DDXXリリテテララ シシーー  （（ デデザザイイ ンン思思考考、、アアジジャャイイ ルルママイイ ンンドド、、課課題題発発見見力力、、問問題題発発見見力力等等））

　　建建築築生生産産現現場場ににおおけけるる33DDススキキャャナナーーをを用用いいたた生生産産性性向向上上手手法法

　　建建築築設設備備配配管管のの現現場場調調査査とと33DDススキキャャナナーーをを用用いいたた生生産産性性向向上上手手法法

　　工工学学実実験験ににおおけけるるひひずずみみ測測定定技技術術 　　33次次元元測測定定機機をを活活用用ししたた測測定定技技術術((基基礎礎編編))

　　セセンンササ利利用用技技術術

　　ビビジジョョンン((画画像像))セセンンササをを活活用用ししたたFFAA制制御御のの実実際際

　　IIooTTののたためめののククララウウドドシシスステテムム構構築築入入門門 　　ククララウウドド技技術術をを用用いいたたここれれかかららのの33次次元元設設計計技技術術ととそそのの活活用用方方法法

　　テテレレワワーークク環環境境構構築築基基礎礎技技術術 　　情情報報化化社社会会ににおおけけるる情情報報シシスステテムム概概論論とと実実際際

　　デデーータタベベーースス基基礎礎技技術術ととククララウウドドササーービビスス利利用用 　　ククララウウドドササーービビススにによよるるビビッッググデデーータタ利利活活用用技技術術

　　ククララウウドドココンンピピュューーテティィンンググ基基礎礎 　　ククララウウドドココンンピピュューーテティィンンググ利利用用技技術術

　　ククララウウドドココンンピピュューーテティィンンググのの理理解解

　　デディィーーププララーーニニンンググのの画画像像処処理理へへのの応応用用((基基本本編編)) 　　デディィーーププララーーニニンンググのの基基礎礎ととそそのの活活用用

　　ももののづづくくりり分分野野ににおおけけるるIIooTTととAAIIのの最最新新動動向向とと今今後後のの方方向向 　　シシンンググルルボボーードドココンンピピュューータタででのの深深層層学学習習にによよるる物物体体認認識識活活用用技技術術

　　ウウェェアアララブブルルななIIooTTモモジジュューールルをを用用いいたた組組込込みみAAII入入門門 　　AAIIススピピーーカカーーののププロロググララミミンンググ技技術術

カテゴリー
研修受講の目的 

デジタイゼーション デジタライゼーション デジタルトランスフォーメーション

マインド・
スタンス

(ビジネススキ
ル)

データ分析
・活用技術

センシング
・計測技術

クラウド
利用技術

AI(人工知能)関

連技術
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